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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年6月23日(2011.6.23)

【公表番号】特表2010-534260(P2010-534260A)
【公表日】平成22年11月4日(2010.11.4)
【年通号数】公開・登録公報2010-044
【出願番号】特願2010-517395(P2010-517395)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   3/10     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  27/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   3/10    　　　Ｅ
   Ｃ０９Ｋ   3/10    　　　Ｇ
   Ｃ０３Ｃ  27/06    １０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月27日(2011.4.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　断熱ガラスユニットの二次シーラントとしての硬化性シリル基を含有するアクリラート
ポリマーの使用。
【請求項２】
　断熱ガラスユニットの二次シーラントとしての、エチレン性不飽和基を有するアクリラ
ートポリマー、Ｓｉ－Ｈ基を有する有機ケイ素物質およびヒドロシリル化触媒を含むアク
リラートポリマー組成物の使用。
【請求項３】
　硬化性シリル基を含有するアクリラートポリマーを含むことを特徴とする低ガス透過性
を有する断熱ガラスユニット用二次シーラント。
【請求項４】
　前記硬化性シリル基が、加水分解性シリル基であることを特徴とする請求項３に記載の
二次シーラント。
【請求項５】
　前記加水分解性シリル基が、ケイ素に結合したアルコキシ基を含有することを特徴とす
る請求項４に記載の二次シーラント。
【請求項６】
　前記加水分解性シリル基が、式－ＳｉＲ’（ＯＲ）2（式中、Ｒは１から４個の炭素原
子を有するアルキル基を示し、Ｒ’は１から６個の炭素原子を有するアルキルまたはアル
ケニル基を示す）のジアルコキシアルキルシリル基であることを特徴とする請求項５に記
載の二次シーラント。
【請求項７】
　前記二次シーラント組成物が、加水分解性シリル基の架橋剤としてトリアルコキシシラ
ンまたはジアルコキシシランを含有すること、および／または加水分解性シリル基の縮合
用触媒としてチタナートを含有することを特徴とする請求項４～６のいずれか一項に記載
の二次シーラント。
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【請求項８】
　前記硬化性シリル基が、ＳｉＨ基であり、かつ前記二次シーラント組成物が、少なくと
も２個のエチレン性不飽和基を有する架橋剤と、ヒドロシリル化触媒とを含有することを
特徴とする請求項３に記載の二次シーラント。
【請求項９】
　前記アクリラートポリマーが、末端硬化性シリル基を有するテレケリックポリマーであ
ることを特徴とする請求項３～８のいずれか一項に記載の二次シーラント。
【請求項１０】
　前記アクリラートポリマーが、末端硬化性シリル基を有するポリブチルアクリラートで
あることを特徴とする請求項９に記載の二次シーラント。
【請求項１１】
　エチレン性不飽和基を有するアクリラートポリマーと、ＳｉＨ基を含有する有機ケイ素
物質と、ヒドロシリル化触媒とを含むアクリラートポリマー組成物であることを特徴とす
る低ガス透過性を有する断熱ガラスユニット用二次シーラント。
【請求項１２】
　スペーサーにより離されて保持された２枚の板ガラスを含み、該スペーサーの外側の該
板ガラス端部の間に二次シーラントを有し、該二次シーラントが、硬化性シリル基を含有
するアクリラートポリマーを含むか、またはエチレン性不飽和基を有するアクリラートポ
リマーと、ＳｉＨ基を含有する有機ケイ素物質と、ヒドロシリル化触媒とを含むアクリラ
ートポリマー組成物を含むことを特徴とする封止された断熱ガラスユニット。
【請求項１３】
　前記スペーサーが、熱可塑性物質であることを特徴とする請求項１２に記載の封止され
た断熱ガラスユニット。
【請求項１４】
　前記スペーサーが、ポリイソブチレンであることを特徴とする請求項１３に記載の封止
された断熱ガラスユニット。
【請求項１５】
　断熱ガラスユニットにおいて硬化により二次シーラントを形成する二次シーラント組成
物における、硬化性シリル基を含有するアクリラートポリマーの使用。
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